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「
赤
ち
ゃ
ん
ピ
ッ
ク
の
ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス
」

　

お
母
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着
き
、安
心
し

て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
）

日
出
町
児
童
館
ま
つ
り



　

別
府
湾
の
一
角
、
暘
谷
城
趾
の
石
垣
が
望
め

る
海
岸
一
帯
は
、
古
く
か
ら
魚
介
類
が
多
く

育
つ
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

別
府
湾
に
は
、
北
か
ら
は
燧
灘(

ひ
う
ち
な

だ)

と
伊
予
灘
か
ら
の
内
海
流
が
、
南
か
ら
は

豊
後
水
道
分
枝
流
が
湾
奥
ま
で
入
り
込
み
、
南

部
は
平
均
水
深
が
60
ｍ
を
超
え
る
深
海
底
地
形

を
な
し
、
多
く
の
魚
が
産
卵
・
越
冬
の
た
め
に

来
遊
し
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昔
か
ら
漁
業
が
盛
ん
に
営
ま

れ
、
四
季
折
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
介
類
に
恵
ま

れ
、
私
た
ち
の
食
卓
を
潤
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
食
事
の
洋
食
化
や
冷

凍
魚
の
普
及
、
海
外
か
ら
の
安
い
魚
の
輸
入
に

よ
り
、
近
海
の
魚
の
消
費
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
と
れ
た
て
の
新
鮮
な
魚
を
求
め

て
、
漁
協
な
ど
が
運
営
す
る
各
地
の
直
売
所
で

は
、
連
日
大
賑
わ
い
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

　

地
元
で
と
れ
る
安
く
て
、
新
鮮
な
お
い
し
い

魚
介
類
が
多
く
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
食
卓
で

家
族
団
ら
ん
の
話
題
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　毎週、月曜日から土曜日に開催されている大神深江漁港の朝市。一般客は業者が落札した後、その３割増しの金額で購入す

ることができます。それでも市価より相当安いということで、新鮮な魚介類を求めて、多くの一般客が買い物に訪れています。

　また、毎月第３日曜日には、同じ場所で、一般客を対象に朝市が開催されています。

暘
谷
の
恵
み
『
海
の
幸
』



　

グ
ラ
フ
①
で
、平
成
２
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
の
漁
獲
量
の
推
移
を
見
る
と
、
概

ね
２
，
０
０
０
ト
ン
〜
４
，
０
０
０
ト
ン

の
間
で
増
減
し
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
の

４
，
４
４
７
ト
ン
が
ピ
ー
ク
で
、
次
の
年

の
平
成
14
年
が
２
，
１
０
６
ト
ン
で
最
も

漁
獲
量
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
や
ア
ジ

類
、
イ
カ
類
の
漁
獲
量
に
大
き
く
左
右
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
漁
家
と
漁
船
数
の
動
向
を
示
し

た
グ
ラ
フ
②
を
見
る
と
、
漁
家
数
は
、
平

成
２
年
の
１
４
９
戸
か
ら
除
々
に
減
少

し
、
平
成
16
年
以
降
は
、
１
０
０
戸
を

割
り
込
み
、
現
在
も
漁
家
数
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

同
様
に
、
漁
船
数
も
平
成
２
年
の
２
０

９
隻
か
ら
年
々
減
少
、
平
成
10
年
に
一
時

的
に
増
加
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
平
成
18

年
に
は
90
隻
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
漁
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
が
大
き
な
原
因
で
す
が
、
魚
価
の
低

迷
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

漁
法
に
つ
い
て
は
、
定
置
網
、
底
引
き

網
、
刺
し
網
の
３
つ
の
漁
法
が
主
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営
戸
数
が

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

日
出
町
の
漁
業
の
現
況

日出町の漁獲量　  『おさかなべスト１０』
　大分県農林統計協会が出版している「大分県漁業の動き」から平成１５年から平成１８年までの、

魚種別漁獲量を集計し、漁獲量ベスト１０に入ったさかなたちを紹介します。

１
位 

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

　

別
府
湾
の
特
産
品
の
ひ
と

　

つ
。
煮
干
い
り
こ
の
原
料
。

２
位 

シ
ラ
ス

　

豊
後
別
府
湾
ち
り
め
ん
は

　

大
分
県
の
ブ
ラ
ン
ド
。

３
位 

コ
ウ
イ
カ
類･

ス
ル
メ
イ

　

カ
類

　

日
出
沖
は
、
ア
オ
リ
イ
カ

　

（
も
い
か
）と
カ
ミ
ナ
リ
イ

　

カ
が
多
い
。
と
も
に
美
味
。

４
位 

マ
ア
ジ

　

１
年
中
獲
れ
て
、
味
も
変
わ

　

ら
な
い
。

５
位 

イ
ボ
ダ
イ
（
あ
め
た
）

　

大
分
県
の
漁
獲
量
は
全
国

　

第
３
位
。
照
り
焼
き
で
美
味
。

６
位 

ナ
マ
コ

　

ア
カ
ナ
マ
コ
は
高
級
品
。
中
国

　

輸
出
向
け
で
需
要
急
上
昇
。

７
位 

タ
チ
ウ
オ

　

「
国
東
銀
タ
チ
」
と
生
ま
れ
も

　

育
ち
も
同
じ
。
刺
身
、
塩
焼
き

　

で
絶
品
。

８
位 

マ
エ
ソ

　

小
骨
が
多
く
、す
り
身
で
美
味
。

９
位 

マ
ダ
イ
・
チ
ダ
イ

　

マ
ダ
イ
は
大
型
の
も
の
が
多
い

　

が
、
チ
ダ
イ
は
20
㎝
ク
ラ
ス
が

　

多
い
。

10
位 

ク
ル
マ
エ
ビ

　

別
府
湾
南
部
の
深
海
底
が
越
冬

　

場
。
稚
エ
ビ
の
放
流
効
果
は
顕

　

著
。

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

グラフ① 日出町の漁獲量の推移 

グラフ② 日出町の漁家と漁船数の推移 



カ
レ
イ
の
中
間
育
成

　

日
出
町
は
、｢

城
下
か
れ
い｣

の
漁
獲

量
を
上
げ
る
た
め
に
、
平
成
12
年
に
日
出

町
中
間
育
成
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
毎
年
４
月
に
国
東
市
の
県

漁
業
公
社
が
ふ
化
さ
せ
た
、
体
長
３
㎝
ほ

ど
の
カ
レ
イ
の
稚
魚
を
受
け
入
れ
、
７
月

ま
で
に
体
長
５
㎝
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な

る
ま
で
育
成
。
そ
の
後
、
海
へ
放
流
し

て
い
ま
す
。

　

他
の
魚
の
エ
サ
に
な
り
に
く
い
大
き

さ
ま
で
育
成
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
、
年

間
10
万
匹
が
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
着
実
に
効
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。

ア
マ
モ
の
育
成

　

海
草
で
あ
る
ア
マ
モ
は
、
か
つ
て
城
下

海
岸
一
帯
に
繁
茂
し
、
稚
魚
の
エ
サ
場
と

し
て
、
ま
た
外
敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

隠
れ
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
環
境
の
変
化
や
水
質
汚
染
な

ど
に
よ
り
ア
マ
モ
場
が
減
少
し
、
稚
魚
が

育
ち
に
く
い
環
境
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
漁
協
や
県
と
連
携

し
、
平
成
19
年
か
ら
日
出
町
の
海
岸
線
一

帯
の
ア
マ
モ
の
植
生
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
５
月
に
大
神
の
日
比

の
浦
海
岸
で
ア
マ
モ
の
母
藻
を
採
取
し
、

そ
こ
か
ら
種
子
の
確
保
に
成
功
し
ま
し

た
。
採
取
し
た
種
子
は
お
よ
そ
５
，
０
０

０
粒
で
、
現
在
、
中
間
育
成
場
内
の
水
槽

で
発
芽
・
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

発
芽
し
た
苗
は
12
月
以
降
に
城
下
海
岸

に
移
植
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ア
マ
モ
場
の
再
生
は
、｢

城
下
か
れ
い｣

だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
産
資
源

を
守
る
た
め
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
マ
モ
の
光
合
成
に
よ
り
海
中

へ
の
酸
素
の
供
給
な
ど
環
境
保
全
に
も
役

立
ち
ま
す
。

日
出
町
の
特
産
品
を
守
り
、
増
産
へ
向
け
た
取
り
組
み

　

日
出
町
で
は
、
県
や
漁
協
の
協
力
で
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
城
下

か
れ
い
」
や
、
か
つ
て
は
県
下
一
の
漁
獲
量
を
誇
っ
て
い
た｢

ナ
マ
コ｣

を
守
り
、増
産
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
環
境
の
変
化
や
水
質
汚
染
な
ど
に
よ
り
、
水
産
資
源
の
減
少

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
も
、「
城
下
か
れ
い｣

や｢

ナ
マ
コ｣

の
安
定
し
た
漁
獲
量
を

守
る
た
め
に
、
カ
レ
イ
の
中
間
育
成
や
生
息
環
境
保
全
の
た
め
の
ア
マ

モ(

海
草)

場
の
再
生
、ナ
マ
コ
の
竹
林
魚
礁
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲「城下かれい祭り」での稚魚の放流の様子

▲町中間育成場の水槽内で育成中のカレイの稚魚

▲稚魚のエサ場や隠れ場となるアマモ



　

日
出
町
で
の
ナ
マ
コ
の
漁
獲
量
は
年

間
70
ト
ン
ほ
ど
で
、市
町
村
合
併
が
行
わ

れ
る
ま
で
は
、県
下
ト
ッ
プ
の
漁
獲
量
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ナ
マ
コ
は
、
中
国
で
は
高
級
食
材
で
あ

り
、
近
年
、
中
国
へ
の
輸
出
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
出
町
で
は
今
年
２

月
に
ナ
マ
コ
の
さ
ら
な
る
増
産
に
む
け

て
、
日
比
の
浦
の
海
岸
に
竹
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
竹
林
魚
礁
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

竹
林
魚
礁
は
、
笹
竹
で
ナ
マ
コ
の
幼
生

を
集
め
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

に
定
着
に
さ
せ
ま
す
。

　

ナ
マ
コ
は
、
も
と
も
と
日
出
町
の
海
岸

に
多
く
生
息
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、人
工
的

に
魚
礁
に
着
床
さ
せ

る
必
要
が
な
く
、
経

費
も
人
の
手
も
か
か

ら
な
い
、と
て
も
効
率

的
な
漁
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
出
町

に
は
「
城
下
か
れ
い
」
や
「
別
府
湾
豊
後

ち
り
め
ん
」
な
ど
全
国
的
に
も
名
が
知
ら

れ
て
い
る
特
産
品
が
あ
り
、
ま
た
近
年
、

需
要
が
伸
び
て
い
る
ナ
マ
コ
が
多
く
獲

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
産
業
は
衰

退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
水
産
業
が
活
性
化

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
も
ち
ろ
ん
前
に

述
べ
た
よ
う
な
特
産
品
の
漁
獲
量
向
上

の
取
り
組
み
も
大
事
で
す
が
、特
産
品
に

つ
づ
く
付
加
価
値
の
高
い
加
工
品
の
開

発
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

底
引
き
網
は
、
と
て
も
効
率
の
よ
い
漁

法
で
す
が
、
商
品
価
値
の
な
い
未
成
魚
や

そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
お
い
し
く
な
い
魚

が
多
く
獲
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
一
部
は
漁

家
の
自
家
用
と
し
て
食
卓
に
並
ぶ
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
海
に
廃
棄

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
師
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
漁
を
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
魚
は
商
品
価
値
が
な
い
た

め
廃
棄
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
美
味
し
く
付
加
価

値
の
有
る
加
工
品
に
で
き
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
漁
師
さ
ん
は
せ
っ
か
く
獲
れ

た
魚
を
廃
棄
せ
ず
に
済
む
し
、
漁
業
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
、
昨
年
か
ら
加
工
品
開
発

の
た
め
に
、
ま
ず
廃
棄
魚
の
種
類
と
量
、

獲
れ
る
季
節
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
魚
か
ら
ど
の
よ
う
な
加

工
品
が
で
き
る
の
か
、
漁
協
や
漁
協
女
性

部
と
協
力
し
、付
加
価
値
の
高
い
加
工
品
の

開
発
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

付
加
価
値
の
高
い
加
工
品

の
開
発
が
課
題

▼竹とコンクリートブロックで作った竹林魚礁

▲県の職員や漁協の組合員と竹林魚礁づくり
　別府湾日出沖の漁業の現況

を最初に述べましたが、漁家

の減少傾向には歯止めがかか

らず、そのために漁に出る漁

船の数も減ってきています。

　さらに追い討ちをかけるよ

うに燃料の高騰や漁網などの

漁業資材の価格上昇が加わ

り、漁業の存続さえも危惧さ

れる状況に陥っています。

　その一方で、食材偽装や毒

物混入などで、国民の安全・

安心な食への関心が高まり、

朝市などの直売所には、多く

の人々が買い物に訪れていま

す。漁協の組合員が開く出張

朝市も各地で大賑わいです。

　

日出の魚市場では、年間１２

０種類を越える魚介類が水揚

げされています。

　春先のサヨリ、早春のマダ

イ、初夏の城下かれいのよう

に、魚にはそれぞれ美味しい

旬の季節があります。

　姿が似ていても、美味しい

ものとそうでないものがあり

ます。

　地元で獲れる豊かな海の幸

を、それぞれの持ち味を活か

した活用法なども紹介しなが

ら、その特徴や旬、面白い生

態などをこれから毎月町報で

掲載していきます。

　暘谷の恵み「海の
幸｣を見直してみませ
んか？

竹
林
魚
礁
で
ナ
マ
コ
の
増
産



全国の強豪を薙ぎはらい
栄冠を勝ち取る
涙と笑顔 感動をありがとう！





　

水
道
事
業
会
計
は
、
施
設
の

運
転
・
管
理
等
水
道
事
業
を
運

営
す
る
た
め
の
経
費
と
そ
の
財

源
で
あ
る｢

収
益
的
収
支｣

と
、

水
道
施
設
を
建
設
・
整
備
す
る

た
め
の
投
資
的
経
費
と
そ
の
財

源
で
あ
る
「
資
本
的
収
支
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支
の
決
算
額

（
消
費
税
抜
き
の
金
額
）

　

事
業
収
益
は
、
前
年
度
比

１
・
５
％
増
の
４
億
７
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
給
水
収
益
が

前
年
度
に
比
べ
３
５
７
万
円

（
０
・
９
％
）、加
入
金
が
１
９

３
万
円
（
１
８
・
１
％
）
増
加

し
た
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

　

事
業
費
用
は
、
３
億
４
，
９

８
２
万
円
と
前
年
度
と
比
べ
２

０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 　

こ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
の

純
利
益
は
５
，
０
９
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
利
益
は
、

翌
年
度
以
降
の
建
設
改
良
工
事

等
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

資
本
的
収
支
の
決
算
額

（
消
費
税
込
み
の
金
額
）

　　

収
入
は
４
，
７
８
２
万
円
、

支
出
は
３
億
３
，
５
０
２
万
円

と
、
前
年
度
と
比
べ
収
支
と
も

に
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
理
由
は
、
高
金
利
の
企

業
債
を
一
括
返
済
し
、
こ
の
返

済
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
低

金
利
の
企
業
債
へ
の
借
換
え
を

行
っ
た
た
め
で
す
。

　

な
お
、
収
支
差
引
不
足
額
２

億
８
，
７
２
０
万
円
は
留
保
資

金
や
積
立
金
か
ら
補
て
ん
し
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
日
出
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
９
月
の
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

給
水
件
数
は
９
，
４
３
３
件
（
前
年
度
比
１
・
４
％
増
）
、
有

収
水
量
は
３
，
０
６
７
千
㎥
（
前
年
度
比
０
・
９
％
増
）
で
、

有
収
率
91
・
１
％
（
前
年
度
比
０
・
１
％
減
）
に
な
り
ま
し
た
。

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

事業収益　４億75万円 その他営業収益 2,018万円（5.0％）　     営業外収益 78万円（0.2％）

給水収益　3億7,979万円（94.8％）

特別損失　169万円（0.5％）

事業費用　３億4,982万円 支払利息 5,210万円（14.9％）

資本的収入　4,782万円

資本的支出　３億3,502万円

工事負担金 170万円（3.6％）

減価償却費・資産減耗費からの補てん
１億3,005万円

建設改良費
1億2,004万円（35.8％）

企業債償還金　2億1,498万円（64.2％）

積立金からの補てん1億5,290万円

留保資金補てん 425万円

企業債　4,330万円（90.5％） 国庫補助金 282万円（5.9％）

人件費 6,425万円
（18.4％）

物件費　1億173万円
（29.1％）

減価償却費・資産減耗費
１億3,005万円（37.1％）

純
利
益

５
，０
９
３
万
円

有
収
率
と
は…

　

家
庭
な
ど
へ
供
給
し
た

総
配
水
量
に
対
し
て
、
料

金
徴
収
の
対
象
と
な
っ
た

水
量
を
い
い
ま
す
。

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

太　

田 

川
野
穂ほ

乃の

花か 

女 

浩
二

太　

田 

佐
々
木
美み

羽う 

女 

辰
徳 

中
の
三 

定
平　
　

廉れ
ん 

男 

将
希

中
の
三 

西
山　

莉り

心こ 

女 

潤

西
の
三 

稗
田　

将し
ょ
う

晴せ

い 

男 

裕
史

辻
間
団
地
北 

望
月　

涼す
ず

矢や 

男 

良
和

辻
間
団
地
北 

新
納　

和ほ
の
か華 

女 

顯
人

【
日
出
】

本　

町 

合
　

志し

音お
ん 

女 

健
治 

中　

央 

益
戸　

莉り

奈な 

女 

順
次

東
仁
王 

佐
藤
安あ

夢む

香か 

女 

昌
彦

東
仁
王 

稗
田　
　

心し
ん 

男 

亨

東
仁
王 

榊
原　

誠せ
い

刀な 

男 

正
起 

内　

堀 

大
隈　

智と
も

仁ひ
と 

男 

宏
一

【
藤
原
】

南　

部 

福
島　

麗れ

音お 

女 

徹 

南　

部 

田
口　

煌き

子こ 

女 

茂
樹 

南　

部 

阿
部　

彩あ
や

華か 

女 

竜
徳 

【
川
崎
】

辻
の
尾 

天
野　

柚ゆ
ず

輝き 

男 

美
隆 

西
小
深
江 

仲
尾　

優ゆ
う

奈な 

女 

隆
正 

内　

野 

山　
　

輝
ひ
か
る 

男 

貴
志

内　

野 

井
浦　

悠ゆ

衣い 

女 

友
一

お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う

（９月受付分）
（敬称略）



農地などの保全活動に対する助成

　

現
在
、
高
齢
化
等
に
よ
り
、

農
地
や
農
業
用
水
利
施
設
な

ど
の
保
全
活
動
が
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
行

う
農
地
や
農
業
用
水
利
施
設

な
ど
の
保
全
活
動
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

●
条
件
　

　
　

農
業
者
の
み
で
な
く
、

　

地
域
住
民
（
水
利
団
体
・

　

自
治
区
・
子
ど
も
会
等
）

　

が
参
加
す
る
こ
と
。

●
助
成
金
額

・
水
田
10
ａ
に
つ
き
４
，
４

　

０
０
円

・
畑
　

10
ａ
に
つ
き
２
，
８

　

０
０
円

　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
る
死
亡
や
重
症
化
す

る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
接
種
期
間
　

11
月
１
日
〜

　

平
成
21
年
１
月
31
日

●
接
種
料
　

１
，
０
０
０
円

＊
医
療
機
関
で
支
払
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

＊
生
活
保
護
の
人
は
、
医
療

　

機
関
に
そ
の
旨
お
伝
え
く

　

だ
さ
い
。

●
対
象
者
　

・
日
出
町
に
住
民
票
が
あ
る

　

人
で
、
65
歳
以
上
の
人(

接
　

種
時)

、
ま
た
は
60
歳
〜
64
歳
の
人

　

で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に

　

一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
人
、
ヒ

　

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　

機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人
。

●
接
種
場
所
　

　
　

町
内
の
医
療
機
関
。

　
　

た
だ
し
、
病
気
や
施
設
入
所
に
よ

　

り
町
内
で
接
種
で
き
な
い
人
は
、
県

　

内
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

（
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
、
事
前
に

　

医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

●
接
種
時
持
っ
て
い
く
も
の

・
健
康
保
険
証

・
60
歳
〜
64
歳
の
対
象
者
は
、
医
師

　

の
診
断
書
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

　

帳
の
写
し
。

農地･水環境保全向上対策事業  
農林水産課耕地林業水産係　 ☎７３－３１２７

インフルエンザが流行する前に
高齢者のインフルエンザ予防接種 　 

健康増進課長寿健康係　 ☎７３－３１３０

●とき　11月21日（金）～平成
　21年3月まで｡(全5回) 初回11
　月21日は13時30分～15時30
　分
●ところ　日出町保健福祉センタ
　ー（研修室）
●申込期限　11月14日（金）
●対象者　自宅で介護に携わっ
　ている人や介護について学び
　たい人。
●申込・問合先　健康増進課
　長寿健康係　☎73－3130

家族介護教室
　自宅での介護を支援するさま
ざまな制度を理解するとともに、
自らの健康を維持するためにも、
介護について学びましょう。

●受付期間　12月5日（金）～17
　日（水）
●対象者　町内に居住する平成
　15年4月2日～平成16年4月
　1日生まれの幼児
●持ってくるもの　印鑑
＊最長18時までの預かり保育を
　実施しています。(別途料金が
　必要）
＊給食を実施しています。
●申込　入園希望の町立幼稚園
●問合先　教育委員会管理課
　　　　　☎73－3157

町立幼稚園入園受付
　平成21年度の町立幼稚園の入
園を受け付けます。

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
南
端
】

薄　

尾 

大
原　
　

努 

83

【
豊
岡
】

太　

田 

片
野
ミ
サ
子 

57

本　

町 

　
　

京
子 

80 

影　

平 

小
宮
山
笑
子 

80 

辻
間
団
地
西 

大
野
ひ
さ
ゑ 

92 

【
藤
原
】

南　

部 

山
口　
　

敦 

44 

一　

北 

佐
藤

朝
満 

75 

【
川
崎
】

大　

峯 

二
宮　
　

勇 

85 

内　

野 

石
和　

和
正 

68 

内　

野 

佐
藤　

一
洋 

73 

内　

野 

竹
村　

安
次 

83 

内　

野 

笠
置　

ラ
ク 

89 

【
大
神
】

日
比
の
浦 

八
坂　

辰
男 

80 

牧
の
内 

丸
山　

英
男 

54 （９月受付分）
（敬称略）

内　

野 

小
野　

友ゆ
う

菜な 

女 

透 

【
大
神
】

高　

尾 

此
元
里り

可か

子こ 

女 

克
彦 

照　

川 

大
川　

湖こ

こ々 

女 

修
一



hiji report hiji report hiji report

第３回『ザビエルの道ウオーキング大会』　

10
月
19
日
、
『
ザ
ビ
エ
ル
の
道

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
』
が
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
６
０
０
人
が
参

加
。
遠
く
は
山
口
県
か
ら
の
参
加

も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
３
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
。
Ａ
コ
ー

ス
、
Ｃ
コ
ー
ス
は
中
央
公
民
館
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
、

20
㎞
・
５
㎞
を
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
ま
が
を
ス
タ
ー
ト

し
、
中
央
公
民
館
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
10

㎞
の
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
歩
き
ま
し

た
。

　

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ザ
ビ

エ
ル
が
大
分
に
布
教
に
訪
れ
た
際
、
通

っ
た
と
さ
れ
る
西
鹿
鳴
越
道
を
下
り
、

途
中
、
山
田
湧
水
で
の
ど
を
潤
し
、
休

憩
。
加
賀
山
親
子
殉
教
の
地
、
暘
谷
城

趾
な
ど
を
歩
き
、
日
出
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
豊
の
船
の
会
や
商
工
会
青
年
部
、

い
ろ
は
か
る
た
、
風
ま
ち
茶
屋
、
パ
ワ

ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出
、
あ
お
ぞ
ら
会
の
皆

さ
ん
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
で
は
、
豊
岡
地

区
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
無
料
で
豚
汁

を
振
舞
い
ま
し
た
。

自
然
に
癒
さ
れ
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

写真①子どもも元気にウオー

キング②自然を満喫しながら

③今大会、最高齢の樋口守

さん(大分市)は８６歳｡｢とて

も気持ちのよいコースなの

で、昨年に引き続き参加しま

した」と。④大人気の無料

豚汁サービス。⑤山田湧水

で休憩、地元の方による飴玉

のサービス。

▲ザビエルが通ったとされる古道への入口。Bコース(10km）
　のスタートだ

①②

③

④ ⑤

ＨＰ



　

10
月
18
日
、
日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、｢
第
８
回
日
出
町
じ
ど
う
か
ん

ま
つ
り｣

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
親
子
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

遊
び
や
実
験
を
と
お
し
て
、友
達
の
輪
を

広
げ
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
い
た
い
と
日
出
町
児
童
館
が
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
や
ヨ
チ

ヨ
チ
レ
ー
ス
、竹
を
使
っ
た
水
鉄
砲
づ
く

り
な
ど
の
工
作
、シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
や
輪

　

10
月
５
日
、
中
央
公
民

館
で
国
体
デ
モ
ス
ポ
行
事

の
ビ
リ
ヤ
ー
ド
競
技
会
が

行
わ
れ
、
県
内
か
ら
53
人

の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、９
つ
の
的
球
を

順
番
に
ポ
ケ
ッ
ト
入
れ
る

「
ナ
イ
ン
ボ
ー
ル｣

と
ポ
ケ

ッ
ト
の
な
い
テ
ー
ブ
ル
を

使
い
、ク
ッ
シ
ョ
ン
を
利
用

し
て
２
つ
の
的
球
に
当
て

る｢

ス
リ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
町
か
ら
は
５
人
の

選
手
が
参
加
し
、新
貝
和
昭

（
豊
岡
）
選
手
が
、ポ
ケ
ッ

ト
の
部
Ａ
ク
ラ
ス
で
５
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
川
崎
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で｢

歴
史
探
訪
教
室
」

（
全
３
回
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
で
地
域
に
愛
着
を
も
ち
、

地
域
の
輪
を
広
げ
て
も
ら
い
た

い
と
開
催
し
た
も
の
で
、
地
域
の

方
な
ど
お
よ
そ
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
杵
築
市
の
郷
土
史
研

究
家
・
久
米
忠
臣
さ
ん
。
１
回
目

の
教
室
は
「
帆
足
萬
里
の
学
問

と
、
明
治
維
新
」
を
テ
ー
マ
に
、

萬
里
の
教
育
の
特
色
や
そ
の
成

果
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。第
２
回

は
11
月
14
日
に
開
催
。

投
げ
な
ど
た
く
さ
ん
の
遊
び
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
鉄
砲
づ
く
り
に
初
め
て
挑
戦

し
た
、
廣
岡
晃
成
く
ん
（
藤
原
小

学
校
２
年
生
）
が
「
難
し
か
っ
た

け
ど
、
自
分
が
作
っ
た
水
鉄
砲
か

ら
水
が
で
る
の
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

表
紙
説
明

　

ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス
に
参
加
し
た

岩
尾
和
哉
く
ん
（
１
歳
）
親
子
。

　

「
家
で
は
、
い
つ
も
遊
ん
で
ば

か
り
い
る
活
発
な
子
。
元
気
で
み

ん
な
に
愛
さ
れ
る
子
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
お
母
さ
ん
が
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

いろいろな遊びにチャレンジ

ビリヤード競技会

地域に愛着　そして地域の輪を広げる

第
８
回
　

日
出
町
じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り

中庭でのシャボン玉遊び

球を打つ前の真剣な表情

歴史について学ぶ参加者

風船で犬をつくる児童たち

おおいた国体デモスポ行事

歴
史
探
訪
教
室
開
催



女性のキャリアアップセミナーin日出
　結婚や子育て、介護等により一時離
職した女性の再チャレンジを促進す
るとともに、女性のキャリアアップを
図ることを目的として「女性のキャリ
アアップセミナー in 日出」を開講し
ます。

●対　象　結婚や子育て、介護等で離職し、再就職を希望し
　　　　　ている30代から40代の女性。
●と　き　11月７日（金）・14日（金）
●ところ　日出町保健福祉センター研修室
＊受講料は無料ですが、事前申し込みが必要です。
＊無料託児あり。（要事前予約）

カリキュラム



図書館においでよ　

今月の１冊

定 期 相 談



日出総合庁舎を訪れた、天皇、皇后両陛下(町
長･議長がお出迎え）

競技会場に訪れた常陸宮
ご夫妻

　

第
63
回
国
民
体
育
大
会
は
大
分
県
が
天

皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
し
て
無
事
終
了
。
日

出
町
で
行
わ
れ
た
「
な
ぎ
な
た
競
技
会
」
も

大
分
県
チ
ー
ム
が
見
事
４
種
目
中
３
種
目
に

優
勝
し
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
関
係
者
、
町
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
関
係
し
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、

常
陸
宮
ご
夫
妻
が
日
出
町
を
訪
問
さ
れ
、
多

く
の
人
が
お
迎
え
を
し
ま
し
た
。

　

私
も
直
接
お
迎
え
し
、
挨
拶
を
申
し
上
げ

る
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
で
あ
り

ま
し
た
。

　

両
陛
下
は
、９
月
26
日
に
大
分
県
日
出
総

合
庁
舎
に
到
着
し
、広
瀬
知
事
か
ら
県
勢
概

要
の
説
明
を
受
け
、
１
時
間
ほ
ど
で
お
発
ち

に
な
り
ま
し
た
。
後
で
知
事
の
話
を
聞
く
と

的
山
荘
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
質
問
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
的
山
荘
に
は
、
常
陸
宮
さ
ま
が
昭

和
52
年
に
植
樹
し
た
モ
ミ
ジ
の
木
が
あ
り

ま
す
。
常
陸
宮
さ
ま
に
こ
の
木
が
成
長
し
た

写
真
を
お
見
せ
し
た
と
こ
ろ
、｢

感
慨
深
い｣

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

競
技
会
場
を
発
た
れ
る
際
に
は
、｢

的
山
荘
の

皆
さ
ま
は
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か｣

と
の

お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

的
山
荘
に
は
、
天
皇
陛
下
が
皇
太
子
の
頃

に
植
樹
さ
れ
た
モ
ッ
コ
ク
の
木
や
現
皇
太
子

さ
ま
の
マ
ツ
な
ど
６
本
の
記
念
樹
が
あ
り
、

ど
れ
も
立
派
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
的
山
荘

は
全
国
的
に
著
名
な
建
造
物
で
あ
り
、
大
切

に
保
存
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

第
２
期
町
政
の
所
信

　

１
期
目
は
、
新
た
な
視
点
か
ら
物
事
を
考

え
て
仕
事
に
挑
戦
し
、
明
る
い
展
望
を
も
て

る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

　

整
備
、
歴
史
文
化
の
薫
り
高
い
暘
谷
城
趾

　

周
辺
の
景
観
整
備
を
行
い
、
観
光
の
拠
点

　

を
つ
く
り
、
交
流
人
口
を
増
や
し
賑
わ
い

　

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

Ⅲ
　

医
療
対
策
、
教
育
、
子
育
て
支
援
な
ど

　

の
福
祉
施
策
の
充
実
や
商
工
会･

農
協･

漁

　

協
と
連
携
し
た
商
工
業
、農
業
、水
産
業
の

　

振
興
と
後
継
者
の
育
成
に
務
め
ま
す
。

Ⅳ　

国
道
10
号
線
の
４
車
線
化
の
中
で
上

　

下
水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
、
ま
た
藤
原

　

地
区
の
泉
北
大
神
線
周
辺
や
川
崎
内
野

　

区
の
開
発
地
域
の
有
効
活
用
と
活
性
化
を

　

推
進
し
ま
す
。

Ⅴ
　

老
朽
化
し
て
い
る
学
校
施
設
へ
の
対
応
。

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
生
涯
学
習
の
充

　

実
、
地
域
文
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

慎
重
な
町
政
運
営
の
中
に
あ
っ
て
も
、｢

自

立
・
活
力
・
発
展｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
人
口

３
万
人
の
飛
躍
発
展
す
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
積
極
的
な

施
策
の
下
に
均
衡
の
と
れ
た
町
政
運
営
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
は
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
に
、
す
ば

ら
し
い
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
や
社
会
的
資

源
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
埋
も

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
か
し

て
磨
き
を
か
け
れ
ば
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
町

と
し
て
大
い
な
る
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
発
展
の
可
能
性
を
十

分
に
秘
め
た
町
と
言
え
ま
す
。

　

引
き
続
き
、｢

親
切
、丁
寧
、笑
顔
で
、
そ

し
て
仕
事
は
迅
速
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、
対
話
と
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
講
じ
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
し
た
。
ま

た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
制
度
・
組
織
の

見
直
し
、
適
正
な
人
員
配
置
に
よ
り
、
ス
リ

ム
で
効
率
的
な
町
政
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
末
の
決
算
時
点

で
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
の
両
基
金

の
合
計
が
11
億
２
，９
０
０
万
円
へ
と
増
加
、

ま
た
借
金
で
あ
る
起
債
残
高
は
１
５
５
億
円

と
着
実
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
の
第
２
期
目
は
、
諸

施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
や
中
心
市
街
地
の
活

性
化
対
策
な
ど
、
将
来
を
展
望
し
て
の
新
た

な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
期
町
政
の
大
き
な
課
題
は
、
杵
築
速
見

消
防
組
合
と
別
府
杵
築
速
見
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
大
規
模
な
建
て
替
え
事
業
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
円
滑
な

推
進
と
町
政
全
般
を
十
分
配
慮
し
て
の
運
営

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

Ⅰ
　

財
政
運
営
の
健
全
化
と
し
て
、
企
業
誘

　

致
を
進
め
、
定
住
人
口
を
増
や
し
、
自
主

　

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

Ⅱ
　

高
校
跡
地
利
活
用
に
よ
る
中
心
市
街
地

皇
族
を
お
迎
え
し
て･

お
お
い
た
国
体

町 政
だより

その

日出町長
工藤　義見

25





　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
要
綱
配
布
期
間　

11
月
15
日
（
土
）

　

〜
２
月
28
日
（
土
）

▼
出
願
期
間　

12
月
15
日
（
月
）
〜
２

　

月
28
日
（
土
）

▼
資
料
請
求
・
申
込
・
問
合
先　

放
送
大
学

　

大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

０
９
７

-

５
４

　

９

-

６
６
１
２

　

身
近
に
い
る
家
族
は
ど
の
よ
う
に
接
し

た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
う
つ
病
で
治
療
中
の
人
の
家

族
を
対
象
に
、
う
つ
病
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
本
人
と
の
関
係
を
円
滑
に
す
る

方
法
や
ど
う
支
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
を
学

ぶ
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
　

研
修
室

▼
定
員
　

40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　

無
料

▼
申
込
期
間　

11
月
10
日
（
月
）
〜
12
月

　

５
日
（
金
）

【
第
１
回
】

▼
と
き
　

12
月
10
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

▼
内
容　

・
病
気
の
し
く
み
と
経
過
・
家

　

族
の
対
応

【
第
２
回
】

▼
と
き
　

１
月
28
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

▼
内
容
　

・
治
療
に
つ
い
て
・
体
験
発
表
・

　

家
族
の
対
応

▼
申
込
・
問
合
先　

大
分
県
精
神
保
健
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト
コ
ム
お
お
い
た
）

　

０
９
７

-

５
４
１

-

５
２
７
６

▼
演
題
・
と
き　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

　

い
て
11
月
11
日
（
火
）　

・
一
人
で

　

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
尿
失
禁
、
骨
盤

　

臓
器
脱
12
月
16
日
（
火
）　

・
肺
が

　

ん
の
外
科
治
療
、
胸
腔
鏡
下
手
術
１
月

　

20
日
（
火
）

▼
と
こ
ろ
　

大
分
県
立
病
院
３
階
講
堂

＊
予
約
不
要

▼
問
合
先
　

大
分
県
立
病
院

０
９
７

-

　

５
４
６

-

７
２
８
２

　

２
０
１
１
年
７
月
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か

ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

大
分
県
電
気
商
業
組
合
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
関
す
る
指
導
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
・
問
合
先
　

　

全
国
電
機
商
業
組
合
連
合
会
　

０
５
７
０

-

０
１
０

-

１
８
６

　

日
本
で
は
、
15
人
に
１
人
が
一
生
に
１

度
は
う
つ
病
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

う
つ
病
の
回
復
に
は
、
薬
で
の
治
療
や

十
分
な
休
養
、
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
な
ど

の
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、
周
囲
の

人
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

▼
と
き
　

12
月
８
日
（
月
）
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ
　

日
出
町
中
央
公
民
館

▼
相
談
内
容　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者

　

の
人
権
、
同
和
問
題
、
家
庭
内
や
隣
近

　

所
と
の
も
め
ご
と
、
登
記
等

▼
相
談
員
　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
問
合
先　

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

　

☎
０
９
７
８

-

６
２

-

２
２
７
１

　健康づくりのために、「運動や食事はどうしたらいいのか
分からない」「何からはじめたらよいのか分からない」という
方。健康づくりを学んでみませんか？　参加自由です。

●とき １２月２日（火）　１３時３０分～１５時３０分
●ところ 日出町保健福祉センター　多目的ホール
●講師 大分県厚生連鶴見病院　明石光伸院長
●テーマ 健康長寿を目指して  ～今なぜ成人病から生活習
 慣病なのか…そして認知症は！～
●問合先 日出町健康づくり 推進協議会　健康増進課内
 ７３－３１３０

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
と
は
、
交
通
事
故

や
脳
血
管
疾
患
に
よ
り
脳
に
損
傷
を
受
け

た
人
が
、
記
憶
や
注
意
、
試
行
、
言
語
な

ど
の
機
能
に
障
が
い
を
抱
え
、
生
活
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

精
神
面
で
の
障
が
い
の
た
め
、
外
見
上

今月のお知らせまちの掲示板



▼
と
こ
ろ　

役
場
新
館
３
階
３
３
３
会
議

　

室
　

農
林
水
産
課
地
籍
係
隣

▼
相
談
例
　

①
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
が
届
い
た
。

②
購
入
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
の
に
、

　

物
品
と
請
求
書
が
届
い
た
。

③
訪
問
販
売
な
ど
で
業
者
が
し
つ
こ
く
販

　

売
を
迫
り
、
不
要
な
も
の
買
っ
て
し
ま

　

っ
た
が
返
品
し
た
い
。

④
家
等
の
無
料
点
検
を
し
て
く
れ
る
言
っ

　

た
業
者
に
、
結
局
は
工
事
を
迫
ら
れ
、

　

断
れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

＊
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
合
先
　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73-
３
１
５
０

　

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
、

賃
金
不
払
残
業
の
解
消
を
目
的
に
「
労
働
時

間
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
　

11
月
22
日
（
土
）
９
時
〜
17
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

　

０
１
２
０

-

８
９
７

-

７
１
３

▼
問
合
先　

大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
監

　

督
課

０
９
７

-

５
３
６

-
３
２
１
２

　

身
近
な
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
疑

問
に
、
く
ら
し
の
安
心
相
談
員
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
２
日
（
火
）
13
時
30
分

　

〜
16
時

　

日
出
町
商
工
会
が
年
金
の
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

11
月
19
日
（
水
）
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ
　

日
出
町
商
工
会

▼
相
談
員
　

社
会
保
険
労
務
士

▼
申
込
・
問
合
先
　

日
出
町
商
工
会

72

-

２
２
３
２

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
の
相
談
を
電
話
で
受
け
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
制
度
か

ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ

年
金
で
す
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
国
民
年
金
基
金

０
１
２
０

-

６
５

-

４
１
９
２

　

障
が
い
者
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
お
互

い
の
理
解
を
深
め
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

▼
と
き
　

11
月
29
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ
　

杵
築
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
、
ア
ト
ラ

　

ク
シ
ョ
ン
、
物
品
販
売
、
模
擬
店
、
作

　

品
展
、
抽
選
会
な
ど
。

▼
問
合
先
　

樹
の
実
園

　

０
９
７
８

-

６
２

-

２
１
１
１

▼
と
き
　

11
月
17
日
（
月
）
〜
11
月
23

　

日
（
日
）
平
日
８
時
30
分
〜
19
時

　

土
日
10
時
〜
17
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

　

０
５
７
０

-

０
７
０

-

８
１
０

▼
相
談
員
　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
問
合
先　

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

　

課

０
９
７

-

５
３
２

-

３
１
６
１

は
判
断
し
に
く
く
、
本
人
も
障
が
い
を
十

分
に
認
識
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
繰
り
返
す
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

大
分
県
高
次
脳
機
能
障
が
い
支
援
拠
点

機
関
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
悩
み
の
人
は
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
・
問
合
先
　

大
分
県
高

　

次
脳
機
能
障
が
い
支
援
拠
点
機
関
別
府

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内

　

67

-

１
８
３
８

まちの掲示板 今月のお知らせ



　

平
成
20
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

人
に
、社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
を
送
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
を
照
明
す
る
も
の
で
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
時
期
　

11
月
上
旬

▼
問
合
先
　

別
府
社
会
保
険
事
務
所

　

22

-

５
１
１
１

　

国
土
交
通
省
で
は
、
12
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
「
住
生
活
総
合
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
か
か
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
う

え
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

の
調
査
で
す
。

　

日
出
町
で
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
32

件
の
お
宅
に
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
に
は
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間　

11
月
24
日
（
月
）
〜
12
月

　

７
日
（
日
）

▼
主
な
調
査
内
容
　

・
住
ん
で
い
る
住
宅

　

お
よ
び
ま
わ
り
の
環
境
に
つ
い
て
　

・

　

住
宅
の
住
み
替
え
、
改
善
の
意
向
、
計

　

画
に
つ
い
て
。

▼
問
合
先
　

都
市
建
設
課

73

-

３
１
７
２

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
を
対
象
に
、
健

康
診
断
委
託
医
療
機
関
で
無
料
健
康
診
断

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

両
親
、
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら

　

か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
、
県
内
に
住

　

ん
で
い
る
人
。

▼
申
込
期
間　

11
月
４
日
（
火
）
〜
12
月

　

12
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

東
部
保
健
所

　

67

-

２
５
１
１

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人
事
業

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
人
権
意

識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

▼
と
き
　

11
月
28
日
（
金
）
・
29
日
（
土
）

１２月１日は「世界エイズデー」

　　保健所で、無料エイズ検査を実施しています。
　　東部保健所では、次の日程でエイズ検査を実施します。
　　感染が心配な人はこの機会に検査を受けましょう。
　
　●検査日　１１月３０日（日）　９時～１６時
　　　　　　１２月　１日（月）１３時～１６時
　　　　　　１２月　２日（火）１７時～２０時
　●検査場所　東部保健所（別府市大字鶴見１４－１）
　＊申し込みが必要です。
　●申込・問合先　東部保健所　 ６７－７０４０

主
や
会
社
等
の
役
員
が
事
業
を
や
め

た
り
退
職
し
た
り
し
た
場
合
に
、
生

活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た

め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て

お
く
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、

「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の

退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
さ
れ
、
受

け
取
る
共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
、

ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い

に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機

　

構

０
５
０

-

５
５
４
１

-
７
１

　

７
１

今月のお知らせまちの掲示板



　

「
地
域
で
育
も
う
未
来
を
託
す
こ
ど
も

た
ち
」
と
題
し
、
教
育
委
員
会
と
地
域
の

方
々
と
が
密
接
な
連
携
を
図
る
目
的
で
次

の
よ
う
な
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

11
月
16
日
（
日
）
12
時
30
分

　

〜
16
時
20
分

▼
と
こ
ろ　

国
東
市
立
安
岐
中
央
小
学
校

　

体
育
館

▼
内
容

【
児
童
発
表
】
（
富
永
子
ど
も
神
楽
）

　

12
時
40
分
〜

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】・
テ
ー
マ

　

（
地
域
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
て
い

　

く
に
は
）
13
時
20
分
〜

【
講
演
】
・
演
題
（
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と

　

親
の
こ
こ
ろ
）　

講
師　

帆
秋
善
生
氏

　

（
大
分
丘
の
上
病
院
院
長
）
14
時
40

　

分
〜

▼
問
合
先　

大
分
県
教
育
庁
別
府
教
育

　

事
務
所

67

-

７
５
１
１

▼
と
こ
ろ　

い
い
ち
こ
総
合
文
化
セ
ン
タ

　

ー
・
全
労
済
ソ
レ
イ
ユ

▼
内
容
　

【
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
表
彰
】

　

28
日
、
13
時
〜
、
ソ
レ
イ
ユ
７
階
　

【
講
演
会
】
・
講
師
（
江
村
利
雄
氏
）
・
演

　

題
（
高
齢
者
の
人
権　

最
後
ま
で
人
と

　

し
て
尊
重
さ
れ
る
た
め
に
）

　

28
日
、
14
時
〜
、
ソ
レ
イ
ユ
７
階

【
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
】
29
日
、
10
時
30

　

分
・
13
時
30
分
、
い
い
ち
こ
総
合

　

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
特
設
ス
テ
ー
ジ

＊
入
場
無
料

▼
問
合
先　

大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課

　

０
９
７

-

５
０
６

-

３
１
７
７

　

フ
ッ
化
物
応
用
に
よ
る
む
し
歯
予
防
の

有
効
性
と
安
全
性
は
、
す
で
に
国
内
外
の

多
く
の
研
究
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
フ
ッ
素
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
む
し
歯
予
防
に
取
り
組

【
パ
ー
ト
】

●
正
・
准
看
護
師
４
人
●
清
掃
作
業
員
４

人
●
一
般
事
務
２
人
●
レ
ジ
担
当
１
人
●

受
付
店
員
２
人
●
客
室
清
掃
及
び
雑
用
１

人
●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
８
人
●
接
客
・
調

理
２
人
●
成
形
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●
検

査
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●
薬
剤
師
１
人
●

歯
科
衛
生
士
及
び
助
手
２
人

【
正
社
員
】

●
検
査
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
２
人
●
成
形
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
１
人
●
管
理
栄
養
士
１
人
●
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
工
１
人
●
看
護
補
助
２

ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
む
し
歯
予
防

全
国
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

11
月
22
日
（
土
）
14
時
〜
18
時

▼
と
こ
ろ　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
１
階
文
化

　

ホ
ー
ル

▼
内
容

【
基
調
講
演
】・
テ
ー
マ
（
学
校
歯
科
保
健

　

に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
の
有
用
性
）

【
特
別
講
演
】・
テ
ー
マ
（
学
校
に
お
け
る

　

歯
科
保
健
活
動
の
進
め
方
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】・
テ
ー
マ
（
健
康
格
差

　

の
是
正
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
歯
科
保

　

健
）

＊
フ
ッ
素
洗
口
体
験
も
で
き
ま
す
。

＊
参
加
は
無
料
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
歯
科
医
師
会

　

０
９
７

-

５
４
５

-

３
１
５
１

　

　大分市と別府市の公証人役
場が移転します。

●移転日　１２月２２日（月）

●新所在地　大分市城崎町２-１-９
　城崎ＭＫビル２階　
　 ０９７－５３５－０８８８

人
●
介
護
職
員
９
人
●
半
導
体
検
査
装
置

の
部
品
修
理
３
人
●
現
場
管
理
（
電
気
工

事
）
３
人
●
正
・
准
看
護
師
３
人
●
営
業

２
人
●
生
活
相
談
員
１
人
●
土
木
技
術
者

２
人
●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
２
人
●
作
業
員

（
家
屋
解
体
）
５
人
●
鉄
骨
加
工
・
溶
接

２
人
●
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
３
人
●
ト
ラ

ッ
ク
運
転
手
３
人
●
パ
ッ
カ
ー
車
運
転
手

１
人
●
鉄
工
見
習
１
人
●
営
業
・
書
類
作

成
補
助
１
人
●
建
設
作
業
員
３
人
●
電
気

技
術
者
１
人
●
電
気
工
事
士
２
人
●
配
達

１
人
●
理
学
療
法
士
１
人
●
サ
ー
ビ
ス
メ

カ
ニ
ッ
ク
１
人
●
清
掃
作
業
員
２
人

▼
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

23

　
-

８
６
０
９　

日
出
町
商
工
観
光
課

73

-

３
１
５
８

まちの掲示板 今月のお知らせ

15日（土）・16日（日）11
月



２００８ひじキャンドルナイト２００８ひじキャンドルナイト

昨年のキャンドルナイトの様子

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,561 （＋ 28） ＋ 138
　　　 男 13,719 （＋ 5） ＋ 60
　　　 女 14,842 （＋ 23） ＋ 78

世帯数 11,266 （＋ 10） ＋ 112
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（ー 4）
（ー 5）
（＋ 7）
（＋ 3）
（＋ 20）
（＋ 7）

324
7,195
5,761
3,868
5.864
5,549

平成20年10月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

 P
ub
lic In

fo
rm
atio
n

広
報

N
o.414

2
0
0
8
.1
1

発
行
／
日
出
町
役
場

〒
879-1592
大
分
県
速
見
郡
日
出
町
2
9
7
4
-1

日
出
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス
   h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.h
iji.o

ita
.jp

1
0
9
7
7
－
7
3
－
3
1
5
0
  
編
集
／
総
務
課
 
印
刷
／
丸
徳
印
刷
株
式
会
社

N
O
V
E
M
B
E
R

11月２日(日) サンライズ酒井病院 72－2266
　　３日(月) 大石内科医院 72－2121
　　９日(日) 岡田内科クリニック 28－0101
　　16日(日) 日出中央医院 72－2534
　　23日(日) 日出児玉病院 72－2724
　　24日(月) 金田耳鼻咽喉科医院 28－0810
　　30日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

12月７日(日) サンライズ酒井病院 72－2266
　　14日(日) 川 崎 診 療 所 28－1611
　　21日(日) てしまこどもの杜クリニック 28－0870
　　23日(火) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077
　　28日(日) 江 本 眼 科 28－1700
　　31日(水) 島田内科クリニック 28－0280

　　※診療時間　9:00～17:00
　　※発行後に変更になる場合があります。
　　　各医療機関や日出町健康増進課　
　　　73－3130にご確認ください。

11月の納税等　納期限12月１日(月)
  国 民 健 康 保 険 税  ６　期
  介  護  保  険  料　 ６　期
  後期高齢者医療保険料　 ５　期
  上 下 水 道 料　 11月分

11月の主な行事

１日（土)
２日（日)

３日（月)

９日（日)

16日（日)

19日（水)

23日(日)

・ひじまち産業文化まつり

　 日出暘谷高校跡地、中央公民館　

9時～

・日出町功労者表彰式

　中央公民館　10時～

・藤原地区公民館まつり

　藤原地区公民館８時45分～

・豊岡ふるさとまつり

　豊岡地区公民館　9時間～

・日出町福祉健康推進大会

　中央公民館　9時30分～

・日出町児童文化祭

　中央公民館　９時間～

・南端地区ふるさとまつり

　南端小中学校　9時～

日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医


